
高岡市金屋町の石畳通りから少し奥に入った裏通りには、空き家が多くみられ閑散としている。そこで
本計画では、通りから既存住宅までのまばらなセットバック空間を活かし、軒先空間を拡大させること
で、そこに住人目線で日常使い出来る様々な場を連鎖させ、住人たちの生活や賑わいが通りから垣間見
えるような活き活きとした町並みを創り出すことを目的とする。
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高岡市金屋町について
 高岡市金屋町は、高岡築城直後の 1611 年（慶長 16 年）
に加賀前田家 2 代当主利長が領内の砺波郡西部金屋
から 7 人の鋳物師をこの地に呼び寄せ、幅 50 間、長さ
100 間の土地を与えて鋳物場を開設させた。そこから
近くを流れる千保川沿いや、「高田んぼ」と呼ばれた川
の反対側の少し高い土地に町を広げていき、鋳物の町
として栄えていった。
 かつて金屋町では鋳物などの製作所や工場以外にも
住人の生活のための商店などが町に点在し、細い路地
は住人のための生活道路として使われていた。自動車
が普及し多くの工場や店舗が郊外に移転したが、
1989年には路面の整備(石畳通り)や無電柱化が始まり、
現在では石畳通りをメインに観光地、そして鋳物の町
として広く知られるようになった。

 

しかし、住人の子供世代が町の外へ出るようになった
ため高齢化が進み、他の町と同じように金屋町でも
空き家が多くなっていった。石畳通り沿いや通りに
近い住宅は自治体や金屋町元気プロジェクト ( 定住促進
のための団体 ) の働きかけもあり空き家が減りつつ
あるが、路地を抜けた裏の通りはまだまだ空き家が
目立つ。
 そこで今回の制作では、特に空き家の多い「高田んぼ」
と呼ばれていた場所に位置する通りを対象とし、観光地
である石畳通りとは異なる魅力を持った通りを考える。
住人や移住者にとっての魅力ある通りが生まれること
で、住人の定住の促進、そして金屋町全体が活気づく
ことを目的とする。
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